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【手続補正書】
【提出日】平成20年7月11日(2008.7.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　下記式を有する化合物および医薬として許容できるその塩。
　【化１】

　式中、
　Ｒ1はＨまたはＣＨ3であり；
　Ｒ2はＨ、ハロゲン、－ＯＲ7またはＣ1-4アルキルであり；
　Ｒ3はＨ、ハロゲン、－ＯＲ7または－ＣＮであり；
　Ｒ4はＨ、ハロゲン、－ＯＲ7またはＣ1-4アルキルであり；
　Ｒ5はＨ、Ｃ1-8アルキル、－Ｃ(＝Ｏ)Ｒ9、－Ｃ(＝Ｏ)ＯＲ8、－Ｃ(＝Ｏ)Ｎ(Ｒ6)Ｒ8、
－Ｓ(＝Ｏ)nＲ

9、シアノグアニジノまたはＣ1-4アシルグアニジノであり；
　Ｒ6は、各々の場合に独立して、ＨまたはＣ1-6アルキルであり；
　Ｒ7は、各々の場合に独立してＣ1-6アルキルであり；
　Ｒ8はＨ、－ＯＨおよび－ＮＨＲ6から選択される０、１もしくは２つの置換基により置
換されたＣ1-6アルキル、または１、２、３もしくは４つのハロゲン原子により置換され
たＣ1-3アルキルであり；
　Ｒ9は、各々の場合に独立して、－ＯＨおよび－ＮＨＲ6から選択される０、１もしくは
２つの置換基により置換されたＣ1-6アルキル、または１、２、３もしくは４つのハロゲ
ン原子により置換されたＣ1-3アルキルであり；
　ｎは０、１または２であり；さらに、
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　Ｘ1およびＸ2は、独立してＨ、－ＣＨ3、またはハロゲンである。
　　【請求項２】　Ｘ1およびＸ2がＨまたはハロゲンであり、さらにＸ1およびＸ2の少な
くとも１つがハロゲンである請求項１に記載の化合物。
　　【請求項３】　Ｒ2が－ＯＲ7またはＣ1-4アルキルである請求項１または２に記載の
化合物。
　　【請求項４】　Ｒ3が－ＣＮである請求項１～３のいずれか１項に記載の化合物。
　　【請求項５】　Ｒ4がＨまたはＣ1-4アルキルである請求項１～３のいずれか１項に記
載の化合物。
　　【請求項６】　大うつ病、重篤な不安症、ストレス障害、不安を伴う大うつ病、摂食
障害、双極性障害、物質乱用障害、精神分裂病、精神病、運動障害、認識障害、抑うつお
よび／または不安、躁病または軽躁病、攻撃性行動、肥満、嘔吐、慢性間接リウマチ、ア
ルツハイマー病、癌、浮腫、アレルギー性鼻炎、炎症、痛み、胃腸過度動作、ハンチント
ン病、ＣＯＰＤ、高血圧、片頭痛、膀胱過度動作、またはじんま疹を治療するための医薬
の製造における、ＮＫ1拮抗物質としての請求項１～５のいずれか１項に記載の化合物の
使用。
　　【請求項７】　大うつ病、重篤な不安症、ストレス障害、不安を伴う大うつ病、摂食
障害、双極性障害、物質乱用障害、精神分裂病、精神病、運動障害、認識障害、抑うつお
よび／または不安、躁病または軽躁病、攻撃性行動、肥満、嘔吐、慢性間接リウマチ、ア
ルツハイマー病、癌、浮腫、アレルギー性鼻炎、炎症、痛み、胃腸過度動作、ハンチント
ン病、ＣＯＰＤ、高血圧、片頭痛、膀胱過度動作、またはじんま疹から選択される疾患の
治療用医薬の製造のための、請求項１～５のいずれか１項に記載の化合物の使用。
　　【請求項８】　請求項１～５のいずれか１項に記載の化合物の治療的に有効な量およ
び医薬として許容できる担体または希釈剤を含む医薬組成物。
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